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廣瀬宰平 
文政 11 年～大正３年(1828～1914)
滋賀県生まれの実業家。11 歳で別子

銅山に勤務。別子銅山支配人を経

て、住友家初代総理人となる。別子

銅山を近代化し、日本の近代産業を

近代化し育成した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
若き日の廣瀬満正(中央) 
明治 5 年 5 月、大阪で撮影されたもの。 
当時 14 歳の宰平と友達たちが写っている。 
写真の箱書きには「同盟五人之形」とある。 

 

 
 

は
じ
め
に 

 

広
瀬
満
正
は
、
愛
媛
県
を
代
表
す
る
実
業
家
で
あ

り
、
貴
族
院
議
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
前
、
東
予

地
域
の
重
要
産
業
と
な
っ
た
製
茶
業
の
基
礎
を
作

り
、
県
内
の
近
代
産
業
の
育
成
に
も
大
き
く
貢
献
し

た
人
物
で
す
。
し
か
し
、
彼
の
業
績
は
、
父
・
宰
平

や
養
子
・
次
郎
に
比
べ
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
は
、
①
宰
平
の
業
績
が
大
き
く
、
そ

の
陰
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
②
三
十
歳
以
降
、

活
動
舞
台
を
京
阪
神
に
置
き
、
地
元
新
居
浜
の
事
業

の
管
理
を
、
娘
婿
の
次
郎
に
任
せ
た
こ
と
、
③
多
く

の
事
業
に
関
わ
り
な
が
ら
も
病
気
が
ち
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
ど
れ
を
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。 

   

生
い
立
ち 

 

広
瀬
満
正
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
二
月

二
十
八
日
、
父
宰
平
・
母
町
の
長
男
と
し
て
、
伊
予

国
新
居
郡
金
子
村
久
保
田
（
現
、
新
居
浜
市
久
保
田

町
一
丁
目
）
の
広
瀬
本
邸
で
誕
生
し
ま
し
た
。
幼
名

を
亀
太
郎
と
い
い
、
の
ち
赤
水
を
号
と
し
ま
す
。
父

宰
平
は
、
こ
の
年
三
十
二
歳
、
別
子
銅
山
で
勘
場
大

払
方
兼
貸
方
役
頭
を
務
め
て
い
ま
し
た
。
安
政
元
年
、

宰
平
は
大
坂
の
今
西
徳
右
衛
門
の
娘
相
と
結
婚
し
、

翌
年
広
瀬
義
右
衛
門
義
泰
（
住
友
予
州
別
家
）
の
夫

婦
養
子
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
末
、
相
は
難

産
で
子
供
と
と
も
に
死
亡
し
ま
し
た
。
安
政
六
年
、

大
坂
八
尾
三
右
衛
門
の
娘
町
と
再
婚
し
て
満
正
が

誕
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
町
も
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
八
月
五
日
、
二
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。

一
人
っ
子
で
当
時
四
歳
だ
っ
た
満
正
は
、
仕
事
で
忙

し
い
宰
平
に
代
わ
っ
て
、
祖
父
母
（
広
瀬
義
泰
、
為
）

に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
祖
母
為
は
、
満
正
が

成
人
し
た
後
の
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
九
月
ま

で
生
き
て
い
ま
し
た
が
（
享
年
八
十
四
）
、
祖
父
義

泰
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
月
、
満
正
が
九

歳
の
時
に
亡
く
な
り
ま
し
た
（
享
年
七
十
）
。 

 

慶
応
三
年
、
満
正
は
、
宰
平
と
親
し
か
っ
た
儒
者

遠
藤
石
山
の
私
塾
稽
崇
館
（
現
、
新
居
浜
市
泉
川
）
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中江 兆民(『中江兆民』より) 
弘化４年～明示 34 年(1847～1901) 
土佐藩出身の政治家・思想家。フランス留学

後、仏学塾を開き、フランス語・政治思想を

教授。『民約訳解』を翻訳し「東洋のルソー」

と言われた。 

に
入
学
し
て
、
漢
学
を
学
び
始
め
ま
す
。 

満
正
と
石
山
と
の
交
流
は
、
こ
の
の
ち
石
山
が
亡
く

な
る
ま
で
続
き
ま
し
た
。
明
治
二
年
、
十
一
歳
で
大

阪
に
、
そ
し
て
翌
明
治
三
年
（
五
年
と
も
）
に
東
京

へ
出
て
、
林
欽
次
の
フ
ラ
ン
ス
語
塾
（
迎
義
塾
）
と

横
浜
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
モ
ノ
ー
の
下
で
フ
ラ
ン

ス
語
を
学
び
ま
し
た
。
明
治
七
年
、
京
都
に
移
り
文

部
省
直
轄
仏
語
学
校
で 

、
フ
ラ
ン
ス
人
御
雇
教
師

レ
オ
ン
・
ジ
ュ
リ
ー
に
学
び
、
そ
の
後
再
び
上
京
し

て
東
京
外
国
語
学
校
（
現
、
東
京
外
国
語
大
学
）
と
、

中
江
兆
民
の
仏
学
塾
で
学
び
ま
し
た
。 

  

上
原
の
開
発 

 

明
治
十
一
年
（
一
七
七
八
）
、
満
正
は
病
気
の
た

め
新
居
浜
に
帰
郷
し
ま
す
。
治
っ
た
後
、
父
宰
平
に

従
っ
て
大
阪
に
行
き
ま
す
が
、
病
後
の
身
に
合
わ
ず
、

再
び
帰
郷
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
宰
平
が
進
め
て

い
た
上
原
（
現
、
新
居
浜
市
上
原
）
周
辺
の
開
墾
事

業
を
引
き
継
ぎ
、
農
林
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
上
原

の
開
拓
は
、
明
治
七
年
、
宰
平
が
住
友
家
よ
り
三
十

四
町
の
土
地
を
譲
り
受
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

宰
平
は
、
こ
の
地
を
茶
畑
と
し
て
開
墾
す
る
た
め
、

上
原
出
張
所
を
設
け
て
開
発
を
進
め
ま
す
。
明
治
十

五
年
に
は
、
滋
賀
県
滋
賀
郡
と
京
都
府
宇
治
郡
の
茶

師
五
人
を
雇
い
入
れ
、
本
格
的
技
術
導
入
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
て
こ
の
年
に
は
、
植
え
付
け
反
別

の
累
計
が
、
五
十
三
町
五
反
余
り
（
約
五
十
三
㌶
）

に
な
り
、
上
原
の
面
積
と
同
じ
程
の
広
さ
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
こ
う
し
た
中
、
満
正
は
茶
樹
栽
培
と
製
茶
の
改
良

に
務
め
ま
す
。
自
ら
宇
治
で
実
地
練
習
を
行
い
、
十

二
町
の
荒
れ
地
を
開
拓
し
て
茶
畑
に
し
た
り
、
茶
園

の
修
理
や
茶
摘
み
に
付
近
の
住
民
を
雇
っ
て
、
彼
ら

の
農
業
以
外
の
副
収
入
の
機
会
を
増
や
し
た
と
い

い
い
ま
す
。
ま
た
色
々
な
柑
橘
類
を
栽
培
し
て
、
そ

れ
が
こ
の
地
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し

た
の
で
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
果
樹
栽
培
の
模
範
と

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
植
林
や
造
林
も
進
ん
で
こ
れ

を
行
い
、
官
林
・
共
有
林
の
保
護
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
実
績
か
ら
、
明
治
二
十
年
に
創
設
さ
れ
た

愛
媛
県
茶
業
組
合
で
は
、
新
居
・
周
桑
郡
の
組
合
長

と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
満
正
は
、
明
治
十
四
年
に
滋
賀
県
近
江
八

幡
西
宿
（
現
、
近
江
八
幡
市
西
宿
）
か
ら
、
宰
平
の

実
の
姉
田
鶴
の
娘
で
、
伊
庭
貞
剛
（
の
ち
住
友
家
二

代
総
理
事
）
の
妹
・
米
と
結
婚
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

明
治
十
六
年
に
は
、
角
野
村
御
蔵
（
現
、
新
居
浜
市

 

 

製茶工場 (大正時代) 
明治 10 年、上原に馨原製茶所と称して建てた工場。建

坪 1300 平方メートル。商標が見える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
廣瀬 米 
慶応 2 年～明示 32 年(1866～1899) 
滋賀県近江八幡で伊庭貞隆・田鶴の長

女として誕生。兄は伊庭貞剛である。

明示 14 年満正と結婚し、5 女を生む。

命じ 2 年、34 歳の若さで死亡した。 
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指 月 庵 （撮影 小野吉彦） 
明治２１年完成の茶室。当初満正は「梅月庵」
と名付けるつもりであったが、遠藤石山によ
り「指月庵」と命名された。満正は、完成の
喜びを「指さして教える梅や、月の案」と詠
んでいる。 

御
蔵
町
）
に
自
費
で
「
馨
原
校
」
と
い
う
学
校
を
設

立
し
ま
し
た
。
教
師
を
雇
い
、
本
や
学
用
品
を
支
給

し
て
、
中
萩
村
上
原
、
角
野
村
御
蔵
・
三
ツ
石
（
現

新
居
浜
市
上
原
二
丁
目
、
御
蔵
町
、
中
村
四
丁
目
）

な
ど
、
付
近
の
児
童
を
集
め
て
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

当
時
の
初
等
教
育
は
、
必
要
な
費
用
を
保
護
者
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
不
十
分
で
し
た
。

こ
の
た
め
地
方
で
は
、
学
校
に
行
け
る
子
供
が
少
な

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
馨
原
校
を
作
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
明
治
十
九
年
か
ら
義

務
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
明
治

十
八
年
で
馨
原
校
は
廃
校
と
な
り
ま
し
た
。 

 

上
原
周
辺
の
事
業
が
本
格
化
し
て
く
る
と
、
本
邸

が
久
保
田
の
ま
ま
で
は
不
便
を
感
じ
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
明
治
十
八
年
、
宰
平
の

指
示
に
よ
っ
て
、
上
原
へ
の
本
邸
移
転
に
取
り
か
か

り
ま
す
。
明
治
二
十
年
に
は
移
転
を
ほ
ぼ
終
え
、
明

治
二
十
二
年
四
月
に
は
、
新
築
の
新
座
敷
も
完
成
し 

て
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
満
正
は
宰
平
の
代
理
と

し
て
、
現
地
の
指
揮
を
取
っ
て
い
ま
す
。
満
正
は
、

明
治
十
九
年
六
月
に
、
宰
平
か
ら
広
瀬
家
の
家
督
を

譲
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
新
座
敷
の
棟
札
に
は
、

「
家
長 
広
瀬
満
正
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
の
こ
ろ
の
満
正
は
、
俳
句
と
狩
猟
を
好

ん
だ
よ
う
で
す
。
俳
号
を
指
月
庵
拾
柴
と
い
い
ま
す
。

指
月
庵
は
、
遠
藤
石
山
が
命
名
し
た
上
原
本
邸
の
茶

室
「
指
月
庵
」
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
明
治
二
十

三
年
七
月
に
は
、
親
戚
で
住
友
に
勤
め
る
久
保
盛
明

と
一
緒
に
、
東
北
・
北
海
道
を
遊
覧
し
て
、
そ
の
感

慨
を
俳
句
集
『
蜻
尾
の
遊
び
』
に
ま
と
め
て
い
ま
す

（
明
治
二
十
六
年
八
月
発
行
）
。
ま
た
狩
猟
は
、
上

原
の
整
備
を
進
め
て
い
た
時
代
に
、
特
に
好
ん
で
行

っ
て
い
た
よ
う
で
、
健
康
へ
の
影
響
を
心
配
し
た
宰

平
が
、
度
を
超
さ
な
い
よ
う
注
意
を
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。 

  

関
西
実
業
界
へ
の
進
出 

 

満
正
は
、
地
元
上
原
の
整
備
を
進
め
る
一
方
で
、

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
神
戸
市
諏
訪
山
に
別

邸
を
建
て
、
京
阪
神
で
の
活
動
を
始
め
ま
す
。
最
初

は
、
製
茶
の
輸
出
が
目
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
ら

に
明
治
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
は
住
友
神
戸
支

店
に
勤
務
し
て
、
樟
脳
の
精
製
輸
出
や
製
茶
の
再
製

輸
出
、
そ
の
ほ
か
、
銅
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
な
ど
の
商

品
売
買
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
明
治
二
十
七
年
二

月
二
十
二
日
に
、
神
戸
支
店
貸
付
課
々
長
と
な
り
ま

す
が
、
三
月
二
十
四
日
に
退
職
し
ま
し
た
。 

 

住
友
退
職
後
の
満
正
は
、
明
治
三
十
年
頃
ま
で
の

間
に
、
京
阪
神
及
び
愛
媛
県
内
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
の
設
立
や
運
営
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
主
な
も
の
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。 

・
明
治
二
十
六
年
か
ら
二
十
八
年
に
か
け
て
淡
路
紡

績
株
式
会
社
を
設
立
し
て
、
専
務
取
締
役
社
長
に
就

任
。 

 
『蜻尾の遊び』 
明治２３年東北、北海道を旅行したときの

感慨をまとめた俳句集。赤水の号を用いて

いる。 
 
 
 
 
 



 4

 

・
明
治
二
十
七
年
、
渋
沢
栄
一
、
藤
田
伝
三
郎
ら
が

設
立
し
た
大
阪
紡
績
株
式
会
社
（
現
、
東
洋
紡
績
）

の
監
査
役
に
就
任
（
の
ち
取
締
役
）
。 

・
明
治
二
十
七
年
七
月
、
貿
易
機
関
の
必
要
性
を
感

じ
、
日
本
貿
易
銀
行
を
設
立
し
て
、
明
治
二
十
八
年

十
月
十
五
日
、
神
戸
市
に
開
業
。
頭
取
専
務
取
締
役

に
就
任
。
二
十
九
年
六
月
に
は
、
福
岡
県
門
司
港
に

支
店
を
設
置
。 

・
明
治
二
十
八
年
九
月
、
貿
易
倉
庫
の
不
備
を
感
じ
、

日
本
貿
易
倉
庫
会
社
を
設
立
し
て
、
専
務
取
締
役
社

長
に
就
任
、
翌
二
十
九
年
六
月
開
業
。
神
戸
市
及
び

福
岡
県
門
司
に
倉
庫
を
建
設
。 

・
明
治
二
十
八
年
九
月
、
杉
本
勘
七
ら
七
人
と
発
起

人
に
な
り
、
住
友
末
家
と
職
員
有
志
の
共
同
出
資
に

よ
っ
て
、
株
式
会
社
泉
屋
銀
行
を
設
立
し
、
翌
月
大

阪
市
に
開
業
。
取
締
役
に
就
任
。
（
明
治
三
十
二
年

六
月
解
散
） 

・
明
治
二
十
八
年
十
一
月
、
野
呂
邦
之
助
ら
と
と
も

に
直
輸
入
品
取
り
扱
い
会
社
、
内
外
物
産
貿
易
会
社

を
設
立
し
、
取
締
役
に
就
任
。
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
支
店
を
出
す
。 

・
明
治
二
十
九
年
一
月
、
日
本
の
樟
脳
精
製
技
術
の

完
成
者
、
松
田
茂
太
郎
ら
と
と
も
に
日
本
樟
脳
株
式

会
社
（
明
治
三
十
二
年
、
専
売
局
神
戸
出
張
所
工
場

と
な
る
）
を
神
戸
市
に
設
立
し
、
常
務
相
談
取
締
役

に
就
任
。
同
年
七
月
に
開
業
。
欧
州
、
米
国
、
清
国
、

イ
ン
ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
精

製
輸
出
を
行
う
。 

・
明
治
二
十
九
年
、
川
崎
正
蔵
が
運
営
す
る
川
崎
造

船
所
（
現
、
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
）
を
株
式
会
社

に
改
組
す
る
に
あ
た
り
協
力
し
、
取
締
役
と
な
る
。 

・
明
治
三
十
年
十
月
、
農
工
銀
行
期
成
同
盟
会
を
組

織
し
、
翌
年
四
月
一
日
、
愛
媛
農
工
銀
行
（
の
ち
日

本
勧
業
銀
行
松
山
支
店
）
を
設
立
し
て
取
締
役
と
な

る
。 

 

こ
の
他
に
日
本
生
糸
貿
易
株
式
会
社
、
日
本
製
茶

輸
出
株
式
会
社
、
日
本
紙
類
貿
易
株
式
会
社
、
株
式

会
社
八
弘
社
（
明
治
八
年
、
広
瀬
宰
平
が
設
立
し
た

葬
儀
会
社
）
、
伊
予
鉄
道
株
式
会
社
、
株
式
会
社
神

港
倶
楽
部
、
江
商
合
資
会
社
（
現
、
兼
松
株
式
会
社
）
、

東
洋
土
木
株
式
会
社
、
四
国
鉄
道
株
式
会
社
（
明
治

二
十
八
年
発
足
、
明
治
三
十
一
年
解
散
）
、
船
越
鉄

道
株
式
会
社
（
明
治
二
十
八
年
創
立
、
の
ち
九
州
鉄

道
が
買
収
）
、
台
湾
鉄
道
株
式
会
社
、
東
華
紡
績
株

式
会
社
（
明
治
二
十
九
年
上
海
に
設
立
、
翌
年
解
散
）
、

日
本
精
糖
株
式
会
社
（
明
治
二
十
九
年
、
渋
沢
栄
一

と
関
西
資
本
家
が
大
阪
に
設
立
）
な
ど
の
設
立
に
関

わ
っ
て
、
取
締
役
や
監
査
役
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
元
新
居
浜
で
は
、
明
治
二
十
九
年
こ
ろ

よ
り
山
根
（
現
、
新
居
浜
市
山
根
町
）
に
末
広
組
煉

瓦
製
造
所
を
設
立
し
、
煉
瓦
製
造
を
始
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
明
治
三
十
年
四
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

は
、
商
工
業
視
察
の
た
め
、
自
費
で
欧
米
巡
遊
を
行

い
、
同
じ
年
、
神
戸
商
業
会
議
所
の
特
別
議
員
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
こ
ろ
家
庭
内
で
は
、
明
治
三
十
二
年
九
月
二

十
八
日
、
妻
米
が
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
享

年
三
十
四
）
。
翌
年
五
月
十
六
日
に
は
、
農
学
士
河

原
次
郎
を
長
女
艶
香
の
婿
と
し
て
迎
え
、
上
原
本
邸

と
事
業
を
管
理
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
満
正
本
人
は
、

明
治
三
十
五
年
四
月
か
ら
、
京
都
二
条
河
原
町
の
高

瀬
川
沿
い
の
別
邸
（
現
、
広
誠
院
）
に
移
り
住
ん
で

い
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
八
年
五
月
、
病
気
と
な
り
、

多
く
の
事
業
か
ら
手
を
引
き
ま
し
た
。 

 

健
康
の
回
復
に
五
年
か
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

廣瀬 次郎 
明治６年～昭和 27 年(1873～1952) 
東京出身の実業家・教育者。河原徳立 
の次男。東京帝国大学卒業後、農商務 
省に入省。廣瀬家の婿養子となり、郷土
の発展と養蚕の普及に努めた。 
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 ま
す
が
、
明
治
三
十
九
年
、
満
正
は
、
次
郎
の
実
父

河
原
徳
立
と
共
同
で
、
京
都
市
三
条
蹴
上
（
現
、
京

都
市
山
科
区
）
に
京
都
瓢
池
園
製
陶
所
を
始
め
ま
し

た
。
東
京
で
陶
磁
器
の
上
絵
付
け
工
場
「
瓢
池
園
」

を
経
営
し
て
い
た
徳
立
が
陶
磁
器
の
制
作
を
監
督

し
、
満
正
が
経
営
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
東
京

の
瓢
池
園
は
、
輸
出
用
陶
磁
器
の
上
絵
付
け
と
し
て

有
名
で
し
た
が
、
京
都
瓢
池
園
は
、
国
内
向
け
の
陶

磁
器
制
作
が
中
心
で
し
た
。
新
た
な
技
法
や
デ
ザ
イ

ン
に
挑
戦
し
て
、
高
級
品
を
目
指
し
た
一
品
制
作
を

行
い
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
各
地
の
土
産
物
も
作
る

な
ど
、
殖
産
興
業
的
な
側
面
も
も
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
満
正
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
明

治
四
十
二
年
、
工
場
が
七
条
大
宮
通
西
入
（
現
、
京

都
市
下
京
区
）
に
移
転
す
る
と
同
時
に
、
徳
立
が
高

齢
を
理
由
に
引
退
し
、
全
て
が
満
正
に
任
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
、

徳
立
が
亡
く
な
る
と
、
間
も
な
く
こ
の
事
業
も
終
わ

っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
京
都
瓢
池
園
の
作
品
は
、

八
年
余
り
の
短
い
制
作
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
幻
の

近
代
陶
磁
器
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
作
品
群
は
広

瀬
家
京
都
別
邸
に
引
き
継
が
れ
、
今
も
広
誠
院
に
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

病
気
が
治
っ
た
満
正
は
、
明
治
四
十
四
年
六
月
、

愛
媛
県
の
多
額
納
税
者
同
士
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
貴

族
院
議
員
と
な
り
、
大
正
三
年
に
は
勲
四
等
に
叙
せ

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
事
業
活
動
と
し
て
は
、
京

都
瓢
池
園
製
陶
所
以
外
に
、
日
本
扇
子
、
日
本
製
布
、

仁
寿
生
命
、
松
山
商
業
銀
行
（
明
治
二
十
九
年
設
立
、

合
併
を
重
ね
て
、
現
、
広
島
銀
行
と
な
る
）
、
大
東

塗
料
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
（
大
正
七
年
設
立
）
、
国
際

汽
船
（
大
正
八
年
創
立
、
の
ち
大
阪
商
船
―
現
、
商

船
三
井
―
に
合
併
）
、
江
若
鉄
道
（
大
正
十
年
開
業
、

現
、
Ｊ
Ｒ
湖
西
線
）
、
京
都
取
引
所
（
明
治
十
七
年

に
設
立
さ
れ
た
京
都
株
式
取
引
所
が
、
京
都
米
穀
商

品
取
引
所
を
合
併
し
て
改
称
）
な
ど
の
重
役
を
務
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
日
本
武
徳
会
（
京
都
府
知
事

を
会
長
と
し
て
創
立
さ
れ
た
武
道
団
体
。
武
道
振
興

と
そ
の
近
代
化
に
つ
と
め
た
が
、
戦
後
解
散
）
、
日

仏
協
会
等
の
団
体
役
員
も
務
め
て
い
ま
す
。 

 

個
人
的
な
こ
と
で
は
、
大
正
三
年
一
月
に
父
宰
平

が
八
十
七
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
年
、

恩
師
で
あ
り
父
子
と
も
に
親
交
の
深
か
っ
た
遠
藤

石
山
の
遺
稿
集
『
石
山
遺
稿
』
を
自
ら
編
集
し
て
発

行
し
て
い
ま
す
。 

  

晩
年 

 

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
こ
ろ
、
満
正
は
再
び

体
調
を
崩
し
ま
す
。
静
養
の
た
め
、
新
居
浜
に
長
く

滞
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
頃
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
上
原
本
邸
●
洋
園
（
南
庭
）
内
の
煉
瓦
書
庫

「
馨
原
文
庫
」
や
茶
室
「
虚
室
」（
現
存
し
ま
せ
ん
）

の
建
築
に
つ
い
て
、
満
正
が
直
接
指
示
を
し
て
い
ま

す
。 

 

大
正
十
三
年
四
月
に
は
、
本
邸
内
の
持
仏
堂
「
靖

献
堂
」
の
開
堂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
満
正
は
そ
の

式
辞
の
中
で
「
西
洋
文
化
が
日
本
人
に
浸
透
し
な
が

ら
も
、
西
洋
の
博
愛
奉
公
の
精
神
は
伝
わ
ら
ず
、
我

が
国
古
来
の
忠
孝
の
美
風
も
衰
退
し
て
き
た
」
と
当

時
の
世
の
あ
り
さ
ま
を
嘆
き
、
わ
が
国
の
道
徳
の
基

本
で
あ
る
祖
先
を
大
切
に
す
る
心
を
伝
え
る
た
め
、

靖
献
堂
を
建
て
た
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
年

の
一
月
、
満
正
は
広
瀬
家
の
家
憲
（
家
の
決
ま
り
事
）

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
祖
先
を
大
切
に
ま

つ
る
こ
と
、
父
宰
平
の
意
志
を
継
い
で
殖
産
興
業
を

中
心
と
し
て
、
国
の
利
益
を
考
え
て
実
行
す
る
こ
と
、

 
川原 徳立 
弘化元年～大正 3年(1844～1914)幕府
御家人出身の官僚・実業家。ウイーン
万博の御用掛を経て、輸出用陶磁器の
上絵付工場「瓢池園」を気づいた。の
ち、満正と京都瓢池園を設立。 
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こ
ど
も
や
女
性
の
教
育
に
力
を
い
れ
る
こ
と
、
飾
ら

ず
ま
じ
め
に
生
活
し
、
倹
約
に
努
め
る
べ
き
こ
と
な

ど
を
決
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
二
年
後
の
大
正
十
五

年
十
二
月
に
は
、
父
宰
平
の
伝
記
『
宰
平
遺
績
』
を

出
版
し
ま
し
た
が
、
そ
の
自
序
（
前
書
き
）
に
よ
る

と
、
最
近
の
世
の
中
の
あ
り
さ
ま
や
人
の
心
の
変
化

を
嘆
き
、
こ
れ
か
ら
国
を
支
え
て
い
く
若
い
人
た
ち

の
指
針
と
な
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
を
込
め
て
編

さ
ん
し
た
も
の
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事

業
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
の
満
正
の
思
い
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
満
正
の
健
康
状
態
が
回
復
す
る
こ
と
は

な
く
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
二
月
五
日
早
朝
、

京
都
別
邸
で
七
十
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
法
名

を
広
誠
院
寿
嶽
赤
水
居
士
と
い
い
ま
す
。
従
六
位
を

贈
ら
れ
、
一
族
の
眠
る
新
居
浜
山
田
墓
地
と
京
都
南

禅
寺
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
満
正
が
晩
年
を
す

ご
し
た
京
都
別
邸
は
、
昭
和
九
年
三
月
、
後
妻
の
う

た
夫
人
に
よ
っ
て
、
満
正
の
遺
徳
を
偲
ぶ
た
め
の
財

団
法
人
広
誠
会
と
さ
れ
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
五
年
三

月
に
、
宗
教
法
人
保
水
山
広
誠
院
に
改
め
ら
れ
て
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 ＊ 

こ
の
文
章
は
、
『
新
居
浜
市
広
瀬
歴
史
記
念
館
年

報
』
五
号
に
、「
広
瀬
満
正
の
履
歴
史
料
に
つ
い
て
」

と
し
て
掲
載
し
た
う
ち
、
満
正
略
伝
の
部
分
を
読
み

や
す
く
書
き
直
し
た
も
の
で
す
。 

 

出
典
及
び
参
考
文
献 

・
広
瀬
満
正
「
明
治
廿
九
年
十
二
月
廿
八
日 

広
瀬

満
正
貿
易
事
業
関
係
履
歴
書
」
（
広
瀬
歴
史
記
念

館
所
蔵
） 

・
広
瀬
満
正
「
明
治
四
十
四
年
八
月 

広
瀬
満
正
履

歴
書
」
（
広
誠
院
所
蔵
） 

・
広
瀬
次
郎
「
（
昭
和
四
年
）
大
岡
氏
宛
書
状
案
（
広

瀬
満
正
履
歴
）」 

・
『
広
昭
』
温
故
知
新
号
（
広
昭
会
、
昭
和
五
年
） 

・
広
瀬
宰
平
自
伝
『
半
世
物
語
』（
明
治
二
十
八
年
、

昭
和
五
十
七
年
住
友
修
史
室
復
刻
） 

・
旧
広
瀬
邸
文
化
財
調
査
委
員
会
『
別
子
銅
山
の
近

代
化
を
見
守
っ
た
広
瀬
邸
』
（
新
居
浜
市
、
平
成

十
四
年
） 

・
末
岡
照
啓
「
幕
末
維
新
期
、
新
居
浜
上
原
の
新
田

開
発
と
広
瀬
宰
平
」
（
『
住
友
史
料
館
報
』
二
七
号
） 

・
末
岡
照
啓
『
広
瀬
宰
平
小
伝
』
（
平
成
十
五
年
、

新
居
浜
市
広
瀬
歴
史
記
念
館
） 

 

 
靖献堂と馨原文庫 
廣瀬家の持仏堂である靖献堂(左)は大正 11 年に外観が完

成、同 13 年に開堂式が行われた。写真右の煉瓦書庫（馨

原文庫）は読書を奨励した満正が、地域の人たちの知識開

発に建てたもので、大正 12 年に外観が完成。 

廣瀬家家憲(大正 13 年 1 月) 

父宰平の意志を継いで殖産興業を主と

し、国利の増進を図ることを家憲として

いる。 

広瀬満正略伝 
 ―殖産興業を主とし国利の増進を念とす

べし― 
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